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只見町長の来校 ～3年目の米フェス～ 

校長 山宮 尚 

 「下田のお米はおいしい。だから、もっと有名に

したい！」そういう願いから５年生が11月6日（日）、

米フェスに参加しました。米フェスは今年で３年目。

過去２年間の成果を生かしながら、今年は場所を「い

い湯らてい」に移しての開催。早川様の学校田で収

穫した３合パックのお米と当たり付きの「いろ色ひ

こぜん３本入り」は早々に売り切れ、例年どおり催

し物のステージイベントも担当しました。 

 翌７日（月）には、渡部勇夫只見町長様が子ども

たちの送った招待状に感動され、お礼を言いにわざ

わざ来校されました。米フェスの報告を聞いた渡部

町長様からは、５年生たちの思いを汲んでいただき、

たくさんのお褒めの言葉をいただきました。４年後

に八十里越が開通し、只見町との交流が盛んになる

森町地区。冬は雪深い森町・只見間ですが、５年生が温かい心と心のパイプをつないでくれました。 
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第18回私のメッセージ三条市小学生大会 

今年は６年生の小林 栞七さんが学校代表に選出されました。保育園時代から一緒に歩んできた仲間たち

のことをよく振り返って感謝している気持ちが伝わってくる内容と表現です。発表態度も学校代表らしく堂

々としていました。すばらしかったです。御一読ください。 

「出会えて良かった18人」 小林 栞七 

わたしが通う森町小学校は、全校児童88人。１～６年生まで全学年が１クラスです。小学校生活６年間、ずっと

同じメンバーで過ごしてきました。私のクラスは、男子７人、女子11人合わせて18人のクラスです。卒業間近に

なった今、毎日学校で過ごしていると、ふと「この18人に出会えて本当に良かったな」と思います。それは、私が

みんなから学ぶことがたくさんあったからです。私がみんなから学んだことは、３つあります。 

１つ目は、思いやりをもつことです。誰か一人が、授業前に教科書やノートが見つからない時、男女関係なくすぐ

に探してくれます。見つかるまで一生懸命探してくれます。また、落とし物をした時にも、すぐに拾いに行ってくれ

ます。私はその姿を見て、だれか一人のためにすぐ行動できて親切だなと思いました。さらに、誰にでも優しくでき

る人もたくさんいます。泣いている人がいたら、学年関係なく誰にでも「どうしたの？｣「大丈夫？」と優しく声を

かける人が大勢います。掃除の時には、低学年の子が黒板の上までとどかないときすぐに行動して助けています。し

ただの郷学園での陸上大会の時にも、他の学校の子がゴールするまで「頑張れ!!」と全力で応援していました。他の

人の気持ちを考えて動けるのは、心がキレイだと思います。 

２つ目は、メリハリをもって行動することです。みんなは、いつもくだらないことを話し、ふざけているけれど、

話し合いや考えるときは、集中して真剣に取り組みます。また、先生の話が始まるとすぐ静かになります。さらに、

６年生が中心となったウォークラリーでは、班のみんなをまとめ、疲れていてもリーダーとしての責任を果たし、先

頭に立って歩き切りました。みんな、切り替えが速くてすごいなと思います。 

３つ目は、協力することの大切さです。５年生の時に「米フェス inしただ」というイベントに参加しました。自

分たちで作ったお米を販売するため、下田のお米を有名にするために、地域の方々と協力して、イベントに参加しま

した。その中で、グループに分かれて、お米を試食してもらったり販売したり、宣伝したりする仕事をしました。自

分の仕事が終わったら、自分たちでチラシ配りや他の人の仕事を手伝っていました。みんなで協力した結果、150

個用意したお米は、あっという間に完売しました。その時の達成感は、今でも忘れられません。まわりのことを考え

てすぐ行動できる人ばかりで、その18人が協力したからできたことだったと思っています。 

 私は、この18人と過ごした日々の中で、たくさん変わることができました。以前の私は、友だちが優しく接して

いる時、ただ見ているだけでした。でも、みんなの良いところを真似したり、人を思いやったりすることで、私も優

しくなれました。自分の中でも「良いことしたな！」と嬉しくなります。これからは、だれにでも思いやりの気持ち

を持って日々過ごしていきたいです。中学校に行ったら、全員が同じクラスにはなれないけど、今までのように助け

合っていきたいです。そして、新しい友達の良いところもたくさん見つけて、新しい環境でもがんばっていきたいで

す。 

 

文化祭 ～学習発表会・作品展～ 

１年生 

長谷川笑愛さん…歌ははっきり歌えたし、カップス 

 もみんなと合うことができてうれしかったです。 

宮澤直大さん…せりふの時、自分の力で言えたので 

 よかったです。 

 

音楽発表「きらきら星」 



２年生 

石井結望さん…「いろんな音の雨」という詩を声に出してがんばりま 

 した。みんなの拍手がうれしかったです。 

山倉友真さん…みんなで踊るダンスをがんばりました。佐藤先生が大 

きな丸をしてくれ

て、うれしかったで

す。 

 

３年生 

 

小林瑛翔さん…めあてのせりふをはっきり言うこと  ができました。友だちを伝えられたと思います。 

横山はづきさん…お家の人が来てたけど、練習より声や動きが大きくできてうれしかったです。「友だち

はどういう人なのか？」をテーマにしてがんばりました。 

４年生 

 

嘉代言乃葉さん…ノーミスで発表や演奏ができたので、すごくすごくいい!!!と思いました。 

飯塚蹴斗さん…「新時代」のダンスで息がぴったり合ってよかったです。４年生のみんなで最高の発表が

できました。 

５・６年生 

石月楓さん…みんなと協力して合奏も合唱もすてきなえんそうができ、歌声が出せてよかったです。みん

なと協力すれば、どんなことでもできることがわかりました。 

坂井香子さん…だんだん練習していくうちに「千本桜」ならではの疾走感が出てきました。楽しく心をこ

めてやろうと思いました。小学校では最後の文化祭で少しさみしいけど、中学校の合唱コンクールでも

この文化祭を生かしてがんばりたいです!! 

リズム表現「雨」 

劇「ともだちや」 

音楽劇・ダンス「サーカスのライオン」 

合奏「千本桜」、合唱「空高く」 


